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「Hem21」は、ひょうご震災記念21世紀研究機構の英語表記である
Hyogo Earthquake Memorial 21st Century Research Instituteの略称です。
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「こころのケア」
シンポジウムを開催❶

令和2年度兵庫自治学会
研究発表大会を開催❷

　開会に当たり、加藤寛センター長が、シンポジウム開催の
趣旨を含め、あいさつをしました。
 

　その後、大塚美菜子主任研究員が、「トラウマ体験を有す
る発達障がい児者への支援」に係る研究報告を行いまし
た。トラウマ体験と発達障がいいずれも有する方々にどのよ
うな臨床実践が行われているのかについて、文献レビュー
調査、臨床家へのインタビュー調査、当事者へのインタ
ビュー調査を実施し、その結果をもとに現状と課題をまと
めて報告しました。
　次に、毎原敏郎兵庫県立尼崎総合医療センター小児科
科長に、「子ども虐待防止に医療ができること～やられても
やり返せない人への支援～」と題する講演をしていただき
ました。
　この講演では、子どもの虐待はなぜ起こるか、虐待につい
て医療にできること、トラウマについて私たちにできること、
の３つを主題として話されました。まず、子どもの虐待はな
ぜ起こるかについて、毎原先生は、虐待の発生に関する生
態学的モデルを示しながら、小児期の逆境的体験が、生涯
を通じて心身の健康や幸せに影響すると述べられました。

「こころのケア」シンポジウムを開催

　また、児童虐待と発達障害の関係や、児童虐待による脳の
変化、子どもが危険や不快な状態を感じたときに、それを処
理するための「アタッチメント行動」などについて解説しなが
ら講演を進められました。また、虐待は遺伝するのか？という
ことについても考えを述べられました。次に、虐待について医
療にできることとして、治療だけではなく、周産期からの予防
的な関わり、虐待の早期発見、加害親へのケア・支援のほか、
さまざまなことを役割として挙げられました。さらに、１医療
機関にとどまらず、地域の医療機関との研修や助言等の実
施、児童相談所、警察等医療機関以外との多機関連携の重要
性を語られました。最後に、トラウマについて私たちにできる
ことについてでは、まず、トラウマとは何かということと、心的
外傷に関する十分な知識を持って支援する「トラウマイン
フォームド・ケア」について解説されました。そして、トラウマへ
の気付きを高める“人-地域-社会”によるケアシステムの構
築、地域への普及について述べられました。

 

　今回の講演は、子どもの虐待に関して、医学的分析や医療
としてのアプローチとともに、医療だけにとどまらない取り組
みによる支援に関する内容で、参加者は非常に興味深く聞き
入り、実り多いシンポジウムとなりました。

　兵庫県こころのケアセンターの日頃の研究成果の発表と、「子ども虐待防止に医療ができること」についての講演からなる「こころの
ケア」シンポジウムを、令和2年11月6日（金）、同センターで開催しました。センター開設以来毎年実施しており、17回目を迎えた今回
は、新型コロナウイルス感染症対策により、会場での参加を50人に制限する代わりに、オンラインでの参加を募り、合わせて140人の自
治体職員や教育・保健・福祉・医療関係の方々に参加していただきました。
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　■全大会
　　加藤恵正兵庫自治学会
代表運営委員の開催挨拶
の後、笹嶋宗彦兵庫県立
大学社会情報科学部准
教授から、本年度のテー
マである「AI等先進技術
を活用した行政サービス
の向上に向けて」に関す
る導入講演をしていただ
きました。AI導入に関す
る２つの考え方（人との代替、データ分析による新たなビジ
ネスの創出）やDX（デジタル・トランスフォーメーション）、
今後AIの実践での利活用を先導することを期待されている
データサイエンティストの役割などについてお話しいただ
きました。
　その後、笹嶋准教授をコーディネーターに、森浩三神戸
市企画調整局情報化戦略部長、大田幸正伊丹市総務部
総務室情報管理課長、藤原基裕加古川市企画部情報政
策課長をパネリストとして、それぞれの自治体におけるAI
やICT等先進技術活用の現状や課題、今後の方向性など
についてパネルディスカッションが行われました。

　神戸市の森部長からは働き方改革や行政手続きのスマート
化など、伊丹市の大田課長からはSmart Itami宣言による伊丹
市の新しい働き方への取り組みなど、加古川市の藤原課長から
は見守りサービス事業や市民参加型合意形成プラットフォーム
などの取り組みをご紹介いただき、AI導入による職員や市民の
意識の変化、今後の目標等について議論しました。
　■分科会
　「産業・経済」、「行政運営・人づくり」、「地域振興」、「行政全般
（学生の部）」の４つの分科会に分かれ、オンラインにより17人の
会員等（グループを含む）が日頃の研究成果を発表しました。学
識者・行政幹部職員がコーディネーター・アドバイザーを務め、
研究活動を深めるためのアドバイスを行うとともに、テーマに
沿った問題提起を行い、また発表者間でのディスカッションも
行われました。
　行政職員のほか、地域で活動を続けておられる方、大学生な
どからも発表があり、地域課題や行政政策への関心の高さと広
がりが感じられました。今後の発表者・参加者の主体的な政策
形成活動につながるものと期待されます。
　

令和2年度兵庫自治学会研究発表大会を開催

　　令和２年度兵庫自治学会研究発表大会が令和2年12月13日（日）に新型コロナウイルス感染症への対応としてオンラインで開催
され、会員等にライブ配信されました。
　　午前は全体会として講演とパネルディスカッションが行われ、午後は分科会として会員等が研究成果を発表しました。

　【優秀発表者】
○第１分科会「産業・経済」
　福田 憲志（加西農業改良普及センター）
　テーマ：花き産地の継続性確保のための新規栽培者の
　　　　  募集・育成方法に関する調査研究
○第２分科会「行政運営・人づくり」
　井上 あい子（兵庫県立大学大学院経済学研究科）
　テーマ：多様なコミュニケーション・チャネルを活用した
　　　　  戦略的自治体広報の確立に向けて
○第３分科会「地域振興」
　衛藤 彬史（兵庫県立人と自然の博物館）
　テーマ：配車システムを用いた住民主体交通の導入に適
　　　　  する地域条件と運営課題

○第４分科会「行政全般（大学生の部）」
　永瀬 紗織（兵庫県立大学環境人間学部）
　テーマ：地域おこし協力隊の起業支援に関する考察－岡山県
　　　　  西粟倉村を事例として－
　【特別賞】
○第３分科会「地域振興」
　宇野 真由美（ひょうご観光本部）
　テーマ：イギリスにおけるウォーキングの取り組み事例と地域
　　　　  への貢献について
○第４分科会「地域振興（学生の部）」
　関西学院大学経済学部上村ゼミ
　テーマ：ロジックモデルによる西宮市の事務事業評価

・・・・・・・・優秀発表者等のご紹介・・・・・・・・・
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大阪湾ベイエリア構想分科会
(｢広域経済圏活性化による経済成長戦略｣)

研究員　平石 知久

1. はじめに
　研究戦略センター研究調査部は、人口減少や東京一極集中を
是正し、兵庫県経済の活性化に向けて、平成30年度に「広域経済
圏活性化による経済成長戦略研究会」（政策研究プロジェクト
リーダー：加藤恵正兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科教
授）を発足し、調査研究を進めております。
　今回ご紹介する「大阪湾ベイエリア構想分科会」は、「大阪湾ベ
イエリア地域経済分析研究会」（（公財）尼崎地域産業活性化機構
で平成25年度にスタート）と連携し、令和元年度から「広域経済
圏活性化による経済成長戦略研究会」の分科会として調査研究を
進めてきました。本分科会は学識経験者、ベイエリアを構成する自
治体職員（兵庫県下自治体、大阪府、和歌山県）、民間企業などの
有識者によって構成されています。

2. 分科会の目的
　現在、大阪湾ベイエリアでは大阪・関西万博（2025年開催予定。
来場者数が約2,800万人を想定）開催や、それと相前後して予定
されている統合型リゾート（IR）の開業などが計画されており、こ
れまでのラストベルト※1的状況から世界的な一大交流ゾーンへの
展望を拓こうとしています。
　ベイエリア開発は、平成3（1991）年の「大阪湾ベイエリア開発
整備のグランドデザイン」※2の策定以降、「大阪湾臨海地域開発整
備法（ベイ法）」（平成4年施行）のもと、産業、国際、文化、居住、環
境等様々な分野でプロジェクトが展開されてきました。
　この間、バブル崩壊、阪神・淡路大震災、リーマン・ショック等に
よる経済変動があり、開発整備が停滞しましたが、今日までに当
初計画された42の中核的施設のうち70%以上が完成しました。
関西国際空港の開港とともに、ベイエリア環状道路網の整備も進
みました。
　このようにハード面の開発整備は進んだものの、ベイエリアの
中核産業であった製造業の‘稼ぐ力’は落ち込んでいます。1990年
と2017年を比較すると、製造事業所数、従業者数は、それぞれ
67%、46%の減少となっています。製造品出荷額等、粗付加価値額
とも、1991年をピークに低下傾向に陥り、近畿圏におけるベイエ
リアのシェアは、40%台から20%台に低下しました。
　こうした状況の打開に向け、Society 5.0※3など社会潮流の今
後の変化を織り込みつつ、創造都市論、イノベーション論等を敷
衍しながら、令和の時代に相応しい新しい都市論を提起していく
必要があります。
　本分科会は、以上の問題意識に立って「大阪湾ベイエリア開発
整備のグランドデザイン」とその関連計画・戦略を現在の視点か
ら再検討し、その成果を次のグランドデザインの検討につなげま

す。あわせて、「未来社会の実験場」をコンセプトとする大阪・関
西万博の開催を念頭に、ベイエリアを社会実装のフィールドにす
るため、具体的な政策提言、事業提案も行うこととしています。

3. これまでの研究活動
　これを受けて、本分科会では知識社会、ポスト工業化社会で
の新たな都市整備のあり方を踏まえた経済活性化政策の企画・
立案や、各種事業の推進手法の検討、都市開発による経済的効
果など、様々な観点から研究を進めてきました。5回にわたる研
究会では大阪湾ベイエリアの地域産業構造と開発推進組織の
あり方、同エリアのリノベーションと新たなマネジメントをはじ
め、地方における産業集積とそれに伴う地域活性化や、地域資
源を活かした地方創生の取り組み事例等について議論を交わ
しました。今後は研究会での成果を元に、下記の通り報告書に
とりまとめていく予定です。

総論 新たな都市論、圏域論の提起
(1)検証：グランドデザインの基本理念
(2)次世代社会の都市理念、都市構造の検討

各論 都市構造・機能の検討
１．「アミューズ・ベイ」の創生:－世界的な集客・交流ゾーンの形
　  成に向けて－
２．「ブレイン・ベイ」の強化:－特色ある国際的知識創造拠点の
　  形成・ネットワーク化－
３．第二層都市（中核市）群の連担化と郊外再生
４．圏域経営－推進手法・体制－
５．圏域の経済分析
（なお、上記は本稿執筆時（令和3（2021）年1月）時点での構成
であり、最終報告書では変更となる可能性があります。）

４. 大阪湾ベイエリア構想の今後
　本分科会の研究活動は今年度で終了しますが、本分科会で
得られた成果は、次年度も継続する親部会「広域経済圏活性化
による経済成長戦略研究会」に引き継がれる予定です。ベイエリ
アは関西経済の核心部を形成する広域圏であり、広域経済成
長戦略において極めて重要な役割を担うエリアと位置づけてい
ます。次年度には、今年度の成果をより精査しつつ、関西広域圏
の発展に向けた構想として展開する予定です。
※1. 産業構造の高度化によって、鉄鋼業や製造業が衰退した工業地域。
※2. 関西・四国の7府県知事、3市長、経済団体代表、学識経験者による産・官・学の
　　組織である「大阪湾ベイエリア開発推進協議会」が策定した大阪湾ベイエリア
　　の開発案。このグランドデザインは、2025年頃を目標に、大阪湾ベイエリアを国
　　際交流、知的・文化的創造、新たな産業の拠点にすることを計画。
※3. 産業や社会の問題を解決するため、AI（人工知能）やIoT（モノのインターネッ
　　ト）といった先端技術によって、仮想空間と現実空間が融合した未来社会。
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◎お問合せ先
JICA関西（独立行政法人国際協力機構関西センター）
開発教育支援事業担当
TEL 078-261-0384（直通）FAX 078-261-0357　
Eメール jicaksic-kaihatsu@jica.go.jp
その他、詳細はJICA関西ホームページをチェック！
→ http://www.jica.go.jp/kansai/ 活動体験談の様子

JICA関西

世界を知って、考えて、行動しよう！
JICA関西訪問プログラム（予約制）
　JICAでは、日本政府が行う開発途上国・地域における国際協
力事業で培った知見・経験・人材を活用し「国際協力への理解と
参加促進」「未来の地球を担う人材育成」を目的に開発教育支援
事業を実施しています。 
　自分で何ができるのかを考
え、自ら行動できるグローバ
ル人材の育成の一助として、
さまざまなプログラムをご用
意しています。是非、ご活用く
ださい。

研究情報誌「21世紀ひょうご」第30号発行のお知らせ

□ 研究戦略センター

●内容
■巻頭言＝御厨 貴
　　　　　（（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構副理事長・　
　　　　　 研究戦略センター長）

■特　集＝【テーマ】「東日本大震災10年―防災・復興の課題と展望」
〈執筆者〉　

河田 惠昭 （（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構機構副理事長・

　　　　　人と防災未来センター長）

今村 文彦 （東北大学災害科学国際研究所長・教授）

室﨑 益輝 （兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長・教授）

広田 純一 (岩手大学名誉教授）　

飯尾     潤 （政策研究大学院大学教授）

■トピックス＝●第10回自治体災害対策全国会議　
　　　　　　  ●21世紀文明シンポジウム

■B5判　約100ページ
　既発行号等については、当機構のホームページをご
　参照ください。
　https://www.hemri21.jp/research/research-the21-hyogo/

■発行＝年２回
■購読料＝800円（送料別途）
　※定期購読をされる場合は、年間購読料1,600円（送料込み）

●申し込み・問い合わせ
　研究戦略センター
　TEL 078-262-5713　FAX 078-262-5122
　Eメール gakujutsu@dri.ne.jp

情報ひろば

展示の様子

世界に広がる日本のBOSAI展（訪問プログラムをご予約ください）
　1995（平成7）年1月17日に発生した阪神・淡路大震災から26年。
　日本は大地震をはじめ、多くの自然災害にさらされてきました。こうした災害の歴史の中で
得た経験や教訓を生かし、さまざまな角度から防災に取り組み、被災からの復興を繰り返しな
がら災害に強い国づくりへの道を歩んできました。今では、その中で培われてきた独自のノウ
ハウが海外での防災や災害からの復興支援に生かされています。今回は日本の災害経験か
ら得たBOSAIの知見や技術が世界でどのように活用されているのかといったことや、国籍や
文化の異なる人々へ向けた防災啓発についても紹介します。
　防災の大切さ、私達にできる復興支援などについて、 改めて考えてみませんか？

■プログラム例 ※ご要望に合わせて組み合わせられます
1.JICA事業概要説明（30分）
　JICAとは何？JICA関西はどんなことをしているの？どんな仕組みで仕
　事をしているの？など、皆さんの知りたいことに答えます。
2.活動体験談（60分）
　JICAボランティア経験者や職員から、開発途上国での生活や実際
　の活動など、実体験に基づいた話を聞くことができます。
3.施設見学（30分）
　広報展示室など施設の見学
　現在はBOSAIについての展示をご覧いただけます。
■当面の間、１日１組、人数限定で実施（事前予約制）
■定休日＝年中無休（年末年始を除く）

　現代社会の課題を的確に捉え、専門的立場から課題を分析・紹介し、具体的な提案を行う情報誌です。第30号では、「東日本大震
災10年―防災・復興の課題と展望」をテーマに、東日本大震災から10年を経て見えてきた課題、今後の防災、減災のあり方や安全・
安心な社会の構築について幅広い観点からの特集を掲載しています。



HAT神戸 掲示板
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■会　　期＝2月13日(土)～7月4日(日)
　　　　　　※4月19日(月)～４月23日(金)は展示替えのため休室
■観覧料金＝一般500円、大学生400円、70歳以上250円、
　　　　　　高校生以下無料

日本赤十字社兵庫県支部

◎問い合わせ
   ＴＥＬ：０７８-２４１-９８８９（総務課）

◎休館日＝月曜日 ※ただし５月３日(月・祝)開館、５月６日(木)休館
◎開館時間＝10時～18時 ※入場は閉館の30分前まで

詳しい募集要項は
日本赤十字社兵庫県支部
ホームページをご覧ください。
https://www.hyogo.jrc.or.jp/donate/

国枝金三《さくら》1934(昭和9)年 第21回二科展 兵庫県立美術館蔵

　国内外救護活動、医療、献血、ボランティアなど、さまざまな
“苦しんでいる人を救う”事業を支える赤十字の事務系職員を、
令和４年度４月採用に向けて募集します。

2021年コレクション展Ⅰ
特　集 「同級生・同窓生」

兵庫県立美術館

兵庫県立美術館では、作品の充実と、それらを積極的に紹
介し変化ある常設展示室の演出を心がけるために、2019（令
和元）年度より、１年を２回に分けて、それぞれ展示のテーマを
設け、横断的にコレクションを紹介しています。
2021（令和３）年第Ⅰ期では、特集「同級生・同窓生」におい
て、いわゆる官展や団体展に出品された作品を、それぞれの展
覧会ごとにまとめて展示します。

情報誌やwebサイト、ロゴ制作など、

広報戦略・ブランディングの

ご相談を承ります

https://onpaper.jp
ONPAPER 検索

コミュニティ型ワーキングスペース
「ON PAPER」はじめました！

株式会社 イディー　〒650-0033　兵庫県神戸市中央区江戸町85-1　ベイ・ウイング神戸ビル10F
　　　　　　　　　Tel 078-331-5255 Fax 078-331-7800　E-mail info@idee-kobe.com イディー 神戸 検索

飯田操朗《室内》1933（昭和8）年 第3回独立展 兵庫県立美術館蔵

募集期間：令和３年４月１０日～令和３年５月２０日
募集職種：総合職（事務職）
応募資格：
　⑴平成３年４月２日以降に生まれた方で、４年制大学、短
　　期大学、専門学校、高等学校のいずれかを卒業又は
　　令和４年３月卒業見込みの方。ただし高等学校の場
　　合は、既卒者に限る。
　⑵普通自動車第一種運転免許を取得している人、もしく 
　　は令和4年３月末までに取得見込みの人。
勤務場所：兵庫県内の赤十字施設
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「ＨＡＴ減災アマビエを描こう！コンテスト 表彰式」を
開催しました

　人と防災未来センターでは、コロナに負けず元気に
過ごすため、「ＨＡＴ減災アマビエを描こう！」と題し
て、ＨＡＴ神戸の街に住むアマビエのオリジナルイラ
ストを募集していましたが、選考委員会および一般投
票にて各賞を決定し、令和3（2021）年1月17日（日）に
表彰式を開催しました。
　緊急事態宣言下のため、予定していた西館ロビー
での開催は中止となりましたが、非公開の形で、最優

世界に広がる日本のBOSAI展（訪問プログラムをご予約ください）
　1995（平成7）年1月17日に発生した阪神・淡路大震災から26年。
　日本は大地震をはじめ、多くの自然災害にさらされてきました。こうした災害の歴史の中で
得た経験や教訓を生かし、さまざまな角度から防災に取り組み、被災からの復興を繰り返しな
がら災害に強い国づくりへの道を歩んできました。今では、その中で培われてきた独自のノウ
ハウが海外での防災や災害からの復興支援に生かされています。今回は日本の災害経験か
ら得たBOSAIの知見や技術が世界でどのように活用されているのかといったことや、国籍や
文化の異なる人々へ向けた防災啓発についても紹介します。
　防災の大切さ、私達にできる復興支援などについて、 改めて考えてみませんか？

秀賞「出現！ＨＡＴ減災アマビエ グランプリ」を受賞した
“ちぇりこ”さん、優秀賞「出現！ＨＡＴ減災アマビエ 準グ
ランプリ」を受賞した“井田祐子と3年3組の仲間達（神
戸市立渚中学校）”の代表の生徒さん方にご参加いただ
きました。
　なお、グランプリを受賞した“ちぇりこ”さんの作品に
ついては、今後、ＨＡＴ神戸のオリジナルキャラクターと
して活躍予定です。

グランプリ作品 準グランプリ作品

このアマビエが現れるところ、特徴など

HAT神戸在住。通常は神戸のみの活動だが、現在コロナ
流行のため、関西全域で活動している。ステッキを使い、
ウイルスを凍結させる。おしゃれ大好きのアマビエール。

このアマビエが現れるところ、特徴など

県立美術館の南側の海から陸へあがってくる。子どもたち
が大好きで、鉛筆や教科書を常に持ち歩いていて、一緒に
勉強したいなあ・・・と思っている。こう見えて走るのも得意
で、運動会の練習にも参加しようかと考えている。

最優秀賞受賞者



  
 

開館
時間

休館日

交　　通

鉄道

バス

車

 

 

 

 

●有料駐車場あり　●バス待機所（予約制／無料）あり　

大　人 大学生 高校生／小・中学生
600円（450円） 450円（350円） 無料

［障がい者］
大　人 大学生 高校生／小・中学生

150円（100円） 100円（50円） 無料

［70歳以上の高齢者］　300円（200円） 

7

（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構

阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター
9時30分～17時30分（入館は16時30分まで）
※7月～9月は9時30分～18時（入館は17時まで）
※金曜、土曜は9時30分～19時（入館は18時まで）

入館
料金

〒651-0073  神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2
観覧案内・予約／TEL 078-262-5050　http://www.dri.ne.jp/

•阪神電鉄「岩屋」駅、
 「春日野道」駅から徒歩約10分
•JR「灘」駅南口から徒歩12分
•阪急電鉄「王子公園」駅
 西口から徒歩約20分

•三宮駅前から約15分

•阪神高速道路神戸線
 「生田川」ランプから約8分
•阪神高速道路神戸線
 「摩耶」ランプから約4分
•阪急・阪神・JR「三宮」駅から約10分

※（　）は２０人以上の団体料金
※毎月17日（休館日の場合は翌18日）は入館無料

毎週月曜（月曜が祝日の場合は翌平日）、12月31日と1月1日
※ゴールデンウイーク期間中（4月29日から5月5日まで）は無休
※資料室の開室日についてはホームページでご確認ください
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　人と防災未来センターでは、さる２月25日（木）、
26日（金）の両日、令和２年度フォローアップセミナー
を開催しました。
　今回は、新型コロナウイルス感染防止の観点から、
Zoomを活用したオンラインにより、「コロナ禍における
防災対策と戦略的広報」というテーマで開催しました。
　参加者による「令和元年度・２年度の災害対応・防
災事例報告」のほか、「人と防災未来センターの災害
対応支援報告」、「人と防災未来センター令和２年度
中核的研究プロジェクトに関するワークショップ」、
「コロナ禍における防災・災害対応ワークショップ」な
どを行いました。

　参加者は、令和元年度、２年度の災害対策専門研
修エキスパートコースＡ、Ｂ、アドバンストコース受講
者、サポーター登録者など。防災の中核を担う方々に
よる、防災に関する奥の深い活発な意見交換が展開
されました。

令和２年度フォローアップセミナー開催

フォローアップセミナー（オンライン）

　フォローアップセミナーのカリキュラムのひとつと
して、２月25日（木）に、報道関係者、自治体職員、研
究者等に加え、フォローアップセミナー参加者による
第25回減災報道研究会を開催しました。
　当センターでは、これまでから、災害時に連携すべ
き報道機関と行政機関が、互いに理解し、協力関係を
構築しておくことを目的として、減災報道研究会を開
催しており、前回までに24回を重ねたところです。
　今回は、テーマを「災害時の首長による記者会見の
あり方について」として、フォローアップセミナーと同
じく、Zoomを活用したオンラインによるワーク
ショップ形式で開催しました。行政、マスコミ（ＴＶ、

新聞）、研究者、フォローアップセミナー参加者等がそ
れぞれのグループに分かれ、活発な意見交換が行わ
れました。

第25回減災報道研究会開催

減災報道研究会（オンライン）



Hem21NEWS
vol.86
令和3年3月発行

（公財）ひょうご震災記念２１世紀研究機構
〒６５１-００７３
神戸市中央区脇浜海岸通１-５-２（人と防災未来センター）
https://www.hemri21.jp/

当機構は、以下の組織で構成しています。

●管理部
TEL 078-262-5580
FAX 078-262-5587

●研究戦略センター

▶研究調査部
TEL 078-262-5570
FAX 078-262-5593

●人と防災未来センター
TEL 078-262-5050
FAX 078-262-5055

▶学術交流部
TEL 078-262-5713
FAX 078-262-5122

●こころのケアセンター
〒６５１-００７３
神戸市中央区脇浜海岸通１-3-２
TEL 078-200-3010
FAX 078-200-3017

ニュースレターに関するご意見・
ご感想を機構までお寄せください
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　当機構では、兵庫県・毎日新聞社と共催し、学校や
地域で取り組む、先進的な防災教育や防災活動を顕
彰する1.１７防災未来賞「ぼうさい甲子園」を実施して
います。このたび、選考委員会（委員長：河田惠昭 人と
防災未来センター長）による審査の結果、各賞を決定
しました。
　今回は、全国各地から144校・団体の応募があり、各
部門の「ぼうさい大賞」、「優秀賞」、「奨励賞」に加え、特
別賞として「ＵＲレジリエンス賞」、「はばタン賞」、「だい
じょうぶ賞」、「フロンティア賞」、「継続こそ力賞」、「しな
やかwithコロナ賞」を選考し、計59校・団体が受賞され
ました。
　「グランプリ」には、「特別支援学校・団体の部」の「宮
城県立特別支援学校女川高等学園」が選ばれました。

この学校は、コロナ禍でも感染症対策に工夫をしなが
ら、生徒自らが企画運営する総合防災訓練を実施され
るなど、全ての審査員から高い評価を受け、見事グラン
プリに輝きました。平成28年から毎年応募されるなど、
着実に活動を実施し、「特別支援学校・団体の部」が昨
年、設立されると同時に「奨励賞」を受賞。そして本年
度、部門の大賞とともにグランプリと大きくステップ
アップされました。
　なお、例年1月に、表彰式・発表会を兵庫県公館で開
催していますが、今年度は新型コロナウイルス感染症の
感染拡大に鑑み、表彰式・発表会の開催を見送ることと
し、さらなる取り組みの活性化に繋がるよう特設ウェブ
サイトを開設しています。是非こちらもご覧ください。
（http://bousai-koushien.net/）

賞　名 部　門 都道府県 学校・団体名

特別支援学校・団体部門 宮城県 宮城県立支援学校女川高等学園グランプリ

小学生部門 広島県 坂町立小屋浦小学校

中学生部門 和歌山県 印南町立印南中学校
高校生部門 東京都 目黒星美学園中学高等学校
大学生部門 静岡県 静岡大学教育学部　藤井基貴研究室

ぼうさい大賞

令和２年度1.１７防災未来賞「ぼうさい甲子園」
表彰校・団体決まる

　阪神・淡路大震災の経験と教訓を全国へ発信す
るため、震災から26年を迎えた1月17日を含む令和
3（2021）年1月5日（火）から、神奈川県の「横浜市民
防災センター」で県外巡回展示を開催しています。
阪神・淡路大震災の被害状況や復旧・復興に至る過
程を写真や映像、グラフデータなどの資料を使って
紹介しています。
　なお、緊急事態宣言の発令により、開催を予定し

ていた「東京消防博物館」「そなエリア東京」「埼玉県
防災学習センター」は中止となりました。

神奈川県で「県外巡回展」を開催しています


